
 

 

第 ４3 回 

埼玉県男女共同参画審議会 
 

 

平成２７年１０月２２日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県県民生活部男女共同参画課 



1 

 

○岡村会長 まず、本日の議事として、「埼玉県男女共同参画基本計画における推進指標の達

成状況について」です。次第の３（１）について、事務局より資料１及び資料２に基づき

説明をお願いします。 

【事務局説明】 

 

○岡村会長 それではただ今の事務局の説明について、意見、質問等ありましたらお願いしま

す。 

○大澤委員 女性キャリアセンター（※１）で出前セミナー・出前相談をやっているとのこと

で、これまでの開催地に熊谷市が記載されていますけれども、秩父地域での実績はあります

でしょうか。 

○事務局（ウーマノミクス課※２）今年度は現在のところ秩父地域については開催をしており

ません。ただ秩父地域に近い熊谷市、寄居町で開催を予定しております。なるべくそういっ

た地域で御参加をいただくよう御案内をしております。 

○大澤委員 ありがとうございます。ぜひ秩父地域でも実施していただくよう要望します。 

○岡村会長 それでは次回から検討していただくということでよろしいですか。他に何かござ

いますか。 

○増井委員 女性キャリアセンターから説明がありました女性の在宅ワーク事業の案内につい

て、サイタマ・レディースの会員の皆さんにその説明をという機会を１２月に作っていただ

いています。まだ説明をしっかりと受けていないので、仕組み等は私も理解していないので

すけれども、何かの形で在宅ワークのお手伝いができるようになればいいなと思って聞いて

いました。よろしくお願いします。 

○松本委員 今の内容に関連してですが、（女性キャリアセンター資料の）５ページの⑥の雇

用形態別の中で、「起業」が０％となっています。今、在宅ワークの話がありました。私の

身近な方の事例ですが、５０歳を過ぎたひとり親家庭の女性で、在宅でやりたいけれどもな

かなか仕事が回ってこないということで、「起業してみたら細々と食べられているのよ」と

いう話をされている方がいます。女性の起業というのはニーズが無いように見えるんですけ

れども、そういう実践例ももしかしたら県でも把握しているかもしれないのですが、だから

「起業」という選択肢を付けていただいたのかもしれないのですけれども、発想の転換とし

てはすごく面白いと思います。在宅というとホームページを作るとか、デザイナーをやると
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かで、起業するといわゆる間を抜かれないというか、要は搾取されないで、自分のところに

キャッシュが入ってくるということもあって、意外に私今充実してやっていますという話を

伺いました。そういう視点も御検討いただいて、またやっていただければと思います。 

○事務局（ウーマノミクス課） 今、起業についてのお話をいただきました。この女性キャリ

アセンターは、就業を支援する施設でございます。創業につきましても産業労働部で支援を

しておりまして、北与野に「創業・ベンチャー支援センター埼玉」というのがございます。

ここで女性のアドバイザーというのも今年から設置をして、支援をしております。昨年度は

全部で７０人の女性の起業につなげております。それ以外にも、例えば女性創業のスタート

アップ塾ですとか、あるいはスモールオフィスも用意いたしまして、２０人の方に御利用い

ただける施設もございます。今、お話しいただきましたとおり、起業したい女性への支援も

行っていきたいと思います。 

○杉山委員 ２点ほど、資料１の４ページの№29「男女共同参画アドバイザー」の件ですが、

私も昨年受講しました。しかしアドバイザーをどう活用するか、アドバイザーがどう活躍す

るかということが示されていないためになかなかその後が続きません。こちらでは、登録さ

れている市町村の数と書いてありますけれども、将来的には実際にアドバイザーを活用した

数値を追っていってほしいと思います。 

 それから２点目、これは質問なんですが、資料２の４ページ（２）「市町村男女共同参画担

当職員研修」についてですが、全４回行ったということで、この参加者数が多いのか少ない

のか私には分からないのですけれども、義務ではないのではないかと思っています。このあ

たりはどのように県から働きかけをしているのでしょうか。 

○事務局 ２番目の御質問、市町村職員研修につきましてお答え申し上げます。こちらは、男

女共同参画推進センターから市町村に開催通知を差し上げまして、御出席いただいていると

いう形になっております。参加者数が多いものもあったり、少なかったものもあったりとな

ってはございますけれども、市町村ではいろいろな事務を御担当していることが多くて、忙

しくてなかなか御出席いただけないというところもございますので、そういったところに対

しましては、昨年度男女共同参画についてまとめたガイドライン的な冊子があるのですが、

そちらを送付させていただいて、御活用いただくというふうにしております。 

○杉山委員 ありがとうございます。新しい法律もできて、いろんな計画をこれから作ってい

く上で、担当者の方たちの研修も大事ではないかと思って質問させていただきました。 

○山 委員 資料１に関してですけれども、６月の審議会でいろいろ出た質問に対応して小さ
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くではありますがいろいろなところに改善がみられていて、ありがとうございます。 

 一つ教えていただきたいのですが、５ページの一番最後に「ＨＩＶ感染者早期発見率」とい

う推進指標があります。以前も出ていたかと思うんですが、この意味ですね。いわゆるエイ

ズがいきなり発症してからわかるという前に、感染状態でわかった人の比率という理解でよ

ろしいのでしょうか。大体いきなりエイズと言われることが全国平均で３割といわれている

ことなのでそうかなと推測するのですが、正確には分からないので分かれば教えてください。

それからもう一つは埼玉県の数字、直近の数字で５１％というのは半数の人がいきなりエイ

ズということで、かなり全国平均と比べても早期発見が遅れているような気がするのですが、

そのあたりも理由がもしわかるのであれば、そして対策をどう練られていくのか分かれば教

えてください。 

○事務局 ＨＩＶ感染者の早期発見率ですが、発見率の意味については委員のおっしゃるとお

りで、エイズが発症する前に分かる人の比率ということです。発症する前になるべく早く発

見するということで、県民の、特に若い方に向けて情報提供したり普及啓発したりしていま

す。休日もＨＩＶの即日検査ができるようにやってはいるのですけれども、担当課にも訊い

ているんですが、なんでこんなに落ち込んだのかよく分からないということで、県としては

引き続き特に若い人を中心にそういった普及啓発、情報提供を進めていきたいと担当課の方

で申しておりました。 

○山 委員 エイズが問題になった時期を知っている、こんなに悲惨なんだというのがテレビ

で報道されたのを知っている世代は危ないと思うのですが、今の若い人はエイズの問題は過

去の問題になってしまっていて、ほとんど知識がないという状況だと思うんですね。ですか

ら高校生、大学生に向けてそうした啓発により力を入れていただければと思います。よろし

くお願いします。 

○岡村会長 ほかに何かございますか。 

○川眞田委員 先ほど副部長の御挨拶のなかで、女性活躍推進法（「女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律」）が成立をして、県の女性の管理職比率を２０％を目標にやって

いきたいという指標も示されました。平成２９年度以降の計画についても御提案いただけれ

ばというような趣旨の御発言もあったかと思うので意見を述べさせていただきます。 

  国際的なトレンドとして、日本の社会の中で欠けているというのが意思決定過程に女性が

どれくらい関与しているのかという点で、女性差別撤廃委員会などからも指摘をされている

ところです。やはり世界的な基準からみるとそこの部分が一番「胆」ではないかと思います。
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そういう意味で、数とかパーセンテージが上がっていくというのは大変素晴らしいことです

が、クオリティ部分、つまり政治・経済・社会のすべてのところに意思決定に関わる女性が

どれくらいいて、そのパーセンテージがどう上がっていくのかという、効果的指標が次回の

計画の中に具体的に盛り込んでいく必要があると思います。そういう指標を示すということ

が埼玉県の施策のクオリティを示すことができるのではないかと感じました。ぜひ、そのあ

たりのところを次回の計画には注意して組み込んでいただければと思います。 

 あともう一点これは質問ですが、複数の担当課がこの資料１に出ていますが、これら担当課

同士で調整するための何らかの対応、会議などが定期的に行われているのでしょうか。 

○事務局 担当課同士でこの指標をめぐって打合せをするということは基本的にはないんです

が、もちろんそれぞれの事業に関連がございますので、例えば少子化の関係であれば少子化

に関係する課同士の打合せというのはあろうかと思います。ただ、このために何か会合を持

ってというのは基本的にはございません。 

○川眞田委員 やはり男女共同参画を推進していくという点では、関係の部課が協力して調整

しながら進めていくという体制が必要だと思いますので、今後御検討いただければと存じま

す。 

○岡村会長 他に何かございますか。 

○大澤委員 ただ今、委員の話を伺っていまして思ったのですが、１８歳から来年度から選挙

権をいただくということになっています。その中で、１８歳といいますと高校生ですが、ぜ

ひ高校生、学生たちに政治に関心を持っていただくようなことをしっかりやっていただいて、

特に日本は女性の議員が少ないということが近年言われていますので、その中で政治に関心

を持っていただけるような教育をしていただけたらと思っております。よろしくお願いしま

す。 

○岡村会長 とてもいい御意見だと思います。ほかに何かございますか。よろしければ、次に

報告事項として次第の３（２）について、事務局より資料３及び資料４に基づき報告をお願

いします。 

 

【事務局説明】 

 

○岡村会長 ただいまの報告について、質問等がありましたらお願いします。 

 よろしいですか。それでは次に「その他」として、「今後の予定について」です。 



5 

 

 事務局より、資料５について、説明をお願いします。 

 

【事務局説明】 

 

○岡村会長 以上を持ちまして、本日の議事を終了します。 

 

 ※１ 「女性キャリアセンター」…女性の様々なチャレンジや就職活動、就職後の定着支援・ステップア

ップまでを総合的に支援する施設。埼玉県産業労働部ウーマノミクス課が所管しており、埼玉県男女共

同参画推進センター内に平成２０年に開設。 

 ※２ 「ウーマノミクス」…「Women(女性)」と「economics(経済)」を組み合わせた造語。 

 


